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近頃はやりのねつ造問題について
　小保方さんがねつ造疑惑で窮地にたたされてい
ます。実験をしたことが一度でもあれば、あの
「写真のとりちがえ」が単純ミスではありえない
ことはすぐにわかります。「STAP細胞は、あり
ますう！」というあの会見は信じてあげたいとこ
ろですが、その筋の見方によると、小保方さん、
すでにアウト！のようです。理研の上司の方々、
小保方さんほどテレビ映えしないけど、データの
信頼性に対するモラルは大変高いのです（私自身
が理研の先生に叱られたことあり）。世間が心配
するような腐敗はないと思います。

　しかし昨今、Nature誌をはじめ一流紙に再現
のできないデータがたくさんでているのはもは
や常識で「ねつ造」がサイエンスの根幹を揺る
がす大問題化しているのも事実。Nature論文⚑
本で人生が変わってしまうことが異常な状況を
作り出しており、そこには近年経済成長著しい
中国のサイエンス参入が一枚かんでいるとは、
よくいわれています。例えば、かの国にはねつ
造どころかNature誌のFirst authorを密売す
るビジネスがあるそうで、単にねつ造するとか
しないとかのレベルをワンランク超えている！
偽札が出回っても平気で流通させているとか、
贋作やコピー商品を公然と作るとか、中国の常
識はわれわれの感覚では度し難い。しかし、こ
れは中国のレベルが低いといって片付ける問題
ではないのかもしれません。文化が根本的に違
うんじゃないか。サイエンスや知的所有権と
いった文明の基本は、元をたどればキリスト教
文化から出てくる概念で、世界で唯一の普遍的
価値観ではないらしい。今後、非西欧勢力が多
数になると世界は混迷をさらに深めるのかも。

　さて、ねつ造というかデータの改ざん、とい
うのは、われわれ一般の臨床医にとっても身近
な問題です。臨床研究をすれば、「このデータ⚑
つ、ちょっと上にずれていてくれればp＜⚐．⚐⚕
になるのにー。」とかいう場面にかならず出会い
ます。私、米国のHarvardのあるラボに臨床研
究を見学しに行ったことがあるのですが、あそ
この方々は、データの解析にあたりおもいっき
り症例を「除外」していきます。そうすると、
つかみ所のないデータがいつの間にかきれいに
整理されてくる。はじめはインチキだ！と思っ
ていましたが、一貫した（あくまで一貫した）
ルールで症例を限定することは、一応、インチ
キではないのですね。考えてみれば人のデータ

は多様性が大きいため、nが小さい場合、ある
程度条件をそろえないときれいなデータになら
ないのは当たり前で、少ないnでp＜⚐．⚐⚕が出た
ものを「有意」＝「正しい」とすること（かつ
ての自分）が結局はいかに不毛であったか。多
様性を打ち消すためにできる最も一般的な方法
がnを十分に増やすことで、だから大規模臨床
試験が大事。小規模な臨床研究とは、真実を検
証するためにあるのではなく、ある切り口を提
示するものであるという見方もあると思います。

　ノバルティスの論文データ改ざん問題、
「ディオバンは他のARBと異なり心血管イベン
トを減らす効果がある」というこのデータ、は
じめて聞いたときから「ホンマかいな！」と
思っていました。おそらく、多くの循環器の先
生方もそう感じていたと思います。このような
立派な大規模研究において、製薬会社の望みど
おりの結果が出るのはなぜか。社員の不正が取
り沙汰されていますが、それより、もともとバ
イアスのかかった結果が出やすい研究デザイン
になっていること（おそらく意図的に）が問題
と思われます。つまり研究参加者、この場合実
際に外来で患者さんを診ている主治医がディオ
バンに有利な審判を出しやすいデザインになっ
ているということですね。サッカーのアウェイ
審判と同じです。ジャーナルもその欠陥を見過
ごし論文を通してしまったことも問題です。大
学側もなぜ製薬会社の便宜をはかるのか。医学
研究にかかる費用が、製薬会社からの寄付金な
しには十分確保できないという状況があるので
しょう。ノバルティスの件でも大学はかなりの
額を研究費として受け取っていました。しかし
この金は教授の懐に入るのではなく、実際研究
費に当てられているはずです。よい研究には金
がかかる。研究費用は多ければ多い程よい。そ
れならば国が十分な研究費を手当てすべきでは
なかろうかとも思います。日本の国力増強のた
めに。日本全体の科学研究費の総額は原爆被爆
者が使う医療費とほぼ同額だとか。もっと、多
くてもいいような気がします。

　というわけで、当面の結論は新発見やセン
セーショナルなデータをやすやすと信じてはい
けない！ということでしょうか。サイエンスの
真実は、関わる人々の願望によって歪められて
いるということのようです。

（小園　亮次）


